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この授業の評価は点数化して積み上げる方式ですが、すでに伝えてあるように、評価項目によって点数配分が異なります（参照：プリントNo.2）
[image: image1.png]



学習指導要領にある評価の観点を縦に４つ並べて、私の主観で授業内容を
専門的学力か教養的学力かで左右に振り分け、私の評価における点数化の重みを大きさで表すと上の図のようになります。
この授業は化学です。しかし人生のうちで高校化学の知識が本当に役に立つ場面に出会うことは、ここにいるみなさんの半分以下です。ではそうでない人は化学を学ぶ意味が無いのでしょうか？

すべての人に教養（リベラル・アーツ）が必要です。教養とは知識のほかに、物事に対処する方法、物事を理解する考え方、見方も含まれます。化学を通して教養を身につけてもらいたいと思っています。
剥落する知識（めっき）は短命です。皆さんには合金であってほしいです。

















































テスト知識問題点





レポート結果点





アンケート視点（＋α）





テスト考察問題点、レポート考察点、
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出席点、アンケート提出点
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関心・意欲・態度





観察実験の技能





思考・判断・表現





知識・理解





教養としての学力





専門的な学力
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